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令和7年度決算に基づく健全化判断比率及び 

資金不足比率の審査意見について 

 

 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律第 3 条第 1 項及び第 22 条第 1 項の規定によ

り、審査に付された令和7年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率並びにその

算定の基礎となる事項を記載した書類について、審査をしたので次のとおり意見を提出す

る。 
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令和7年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率審査意見 

 

第１ 審査の対象 

1 令和7年度決算に基づく健全化判断比率 

2 令和7年度決算に基づく資金不足比率 

3 1及び2の算定の基礎となる事項を記載した書類 

 

第２  審査の期日 

   令和8年8月14日から8月21日まで 

 

第３ 審査の方法 

   審査は、町長から審査に付された令和7年度決算に基づく健全化判断比率及び資金

不足比率並びに算定の基礎となる事項を記載した書類が関係法令に準拠して作成され

ているか、関係諸帳簿及び証書類等と照合審査するとともに、関係職員から説明を聴

取するなどして実施した。 

 

第４  審査の結果 

   健全化判断比率及び資金不足比率の算定並びにその算定の基礎となる事項を記載

した書類は、いずれも法令に適合し、かつ正確に作成されているものと認めた。 

   なお、審査の概要及び審査意見は次のとおりである。 
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１ 健全化判断比率 

健全化判断比率は、地方公共団体の財政状況を客観的に表し、財政の早期健全化や再

生の必要性を判断するためのもので、実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比

率及び将来負担比率で示され、海田町における比率は次のとおりである。 

 

第１表 健全化判断比率 

（単位：％、ポイント） 

区  分 令和7年度 令和6年度 増 減 早期健全化基準 

実 質 赤 字 比 率 ― ― ― 13.81 

連結実質赤字比率 ― ― ― 18.81 

実質公債費比率 6.0 7.0  △1.0 25.0 

将 来 負 担 比 率 ― ― ― 350.0 

※ 実質赤字額、連結実質赤字額及び将来負担比率が生じていない場合は、「－」で表示している。 
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（１）実質赤字比率 

実質赤字比率は、一般会計の実質赤字額が、標準財政規模に占める割合を表す指標

である。 

実質赤字額を標準財政規模と比較して示すことにより、その赤字の深刻度を把握す

るもので、算定式は次のとおりである。 

 

実質赤字比率 ＝ 
一般会計の実質収支額（マイナスの場合のみ） 

標準財政規模 

 

 

 一般会計の実質赤字比率は第2表のとおりで、令和7年度の実質収支額は6億8,208

万 5千円の黒字で、前年度と比較すると1,854万 4千円（2.6％）減少している。 

 令和 7 年度の実質赤字比率は、前年と同様に実質赤字額が生じていないため算定さ

れない。 

 

 

第２表 一般会計の実質赤字比率 

（単位：千円） 

区  分 令和7年度 令和6年度 増  減 

実 質 収 支 額 682,085 700,629 △18,544 

標 準 財 政 規 模 7,770,784 7,479,796 290,988 

実 質 赤 字 比 率 
― 

（△8.77%） 

― 

（△9.36%） 

― 

（0.59 ﾎﾟｲﾝﾄ） 

※ 1 実質赤字比率が生じていない場合は「－」で表示している。 

  2 （ ）内の数値は、実質収支額が黒字の場合に標準財政規模に対する割合を参考として記載

し、負の値で表示している。 
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（２）連結実質赤字比率 

   連結実質赤字比率は、全会計を対象とした実質赤字額又は資金不足額の標準財政規

模に占める割合を表す指標である。 

   すべての会計の赤字、黒字の額を合算し、町全体の収支における資金不足の深刻度

を把握するもので、算定式は次のとおりである。 

 

連結実質赤字比率 ＝ 
Ｃ 

Ｄ 

 

   令和7年度の連結実質赤字比率は第3表のとおりで、連結実質収支額は12億7,979

万円の黒字で、前年度と比較して1億2,963万 1千円（9.2％）減少している。 

この主な要因は水道事業会計の実質収支額が減少したことによるものである。 

   令和7年度の連結実質赤字比率は、前年度と同様に連結実質赤字額が生じていない

ことから算定されない。 

第３表 連結実質赤字比率 

（単位：千円） 

区    分  令和7年度 令和6年度 増 減 

一 般 会 計 の 実 質 収 支 額 Ａ 682,085 700,629 △18,544 

その他の会計の資金不足額 
又 は 資 金 剰 余 額 の 計 

Ｂ 597,705 708,792 △111,087 

 国 民健康保 険特 別 会 計  17,115 27,848 △10,733 

 介 護 保 険 特 別 会 計  40,935 44,712 △3,777 

 後期高齢者医療特別会計  2,886 2,677 209 

 水 道 事 業 会 計  158,467 380,717 △222,250 

 下 水 道 事 業 会 計  378,302 252,838 125,464 

合  計 （Ａ＋Ｂ） Ｃ 1,279,790 1,409,421 △129,631 

標 準 財 政 規 模 Ｄ 7,770,784 7,479,796 290,988 

連 結 実 質 赤 字 比 率  
― 

（△16.46％） 

― 

（△18.84％） 

― 

(2.38 ﾎﾟｲﾝﾄ) 

※ 1 「その他の会計の資金不足額又は資金剰余額」について、黒字の場合は資金剰余額を、マイ

ナス「△」の場合は資金不足額を示している。 

2 実質収支額及び資金不足・剰余額の合計が黒字の場合は、連結実質赤字比率は「－」で表示

している。 

3 （ ）内の数値は、連結実質収支額が黒字の場合に標準財政規模に対する割合を参考として

記載し、負の値で表示している。 
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（３）実質公債費比率 

   実質公債費比率は、一般会計が負担する元利償還金及び準元利償還金の標準財政規

模に占める割合を過去3か年の平均値で表す指標である。 

   この比率が高まると財政の弾力性が低下し、他の経費を削減しないと、収支が悪化

し、赤字団体になる可能性が高くなる。 

   算定式は次のとおりである。 

 

実質公債費比率（単年度） ＝ 
 Ａ ＋ Ｂ － Ｃ 

Ｄ － Ｃ 

 

  令和 7年度の実質公債費比率は第4表のとおり6.0％で、前年度と比べ1.0 ポイント

向上している。 

この主な要因は、庁舎移転事業に係る町債の元利償還金に対する交付税算入が本格化

したことにより、「基準財政需要額に算入された公債費及び準公債費 C」が増加し、令

和7年度の普通交付税額及び標準税収入額等が令和6年度に比べて増えたことにより、

「標準財政規模 D」が増加したためである。 

  なお、早期健全化基準の25.0％を下回っている。 

 

第４表 実質公債費比率 

（単位：千円） 

区    分  
令和7年度 

（ア） 

令和6年度 

（イ） 

令和5年度 

 

比較 

(ア)－(イ) 

地 方 債 の 元 利 償 還 金 

（公債費充当一般財源額）     
Ａ 976,740 1,001,084 977,507 △24,344 

準 元 利 償 還 金    Ｂ 229,454 232,950 337,859 △3,496 

基準財政需要額に算入された

公債費及び準公債費    
Ｃ 857,780 809,317 888,754 48,463 

標 準 財 政 規 模   Ｄ 7,770,784 7,479,796 7,101,092 290,988 

実質公債費比率（単年度）  5.04％ 6.37％ 6.87％ △1.33 ﾎﾟｲﾝﾄ 

実質公債費比率（３か年平均）  6.0％ 7.0％ 7.0％ △1.0 ﾎﾟｲﾝﾄ 
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（４）将来負担比率 

   将来負担比率とは、一般会計が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に占め

る割合を表す指標である。 

   この比率が高い場合は、一般財政規模に比べ高いということであり、今後実質公債

費比率が高くなり、財政運営上の問題が生じる可能性が高くなる。 

   算定式は次のとおりである。 

 

 将来負担比率 Ｎ ＝ 
（Ａ～Ｈの計）－（Ｉ～Ｋの計） 

Ｌ－Ｍ 

 

令和7年度の将来負担比率は第5表のとおり、将来負担額から充当可能な財源を差

し引いた額が前年度に比べ6億5,102万 5千円減少している。 

この主な要因は、「一般会計に係る地方債の現在高 A」が減少したこと及び各基金

への積立が増加したことにより、「地方債の償還額等に充当可能な基金の残高の合計

額 I」が増加したことによるものである。 

令和7年度の将来負担比率は、充当可能な財源の額が将来負担額を上回ったことか

ら算定されない。 
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第５表 将来負担比率 

  （単位：千円） 

区 分  令和7年度 令和6年度 増 減 

将来負担額（Ａ～Ｈの計）       ① 12,898,131 13,358,871 △460,740 

 Ａ 一般会計に係る地方債の現在高  9,225,089 9,540,776 △315,687 

 Ｂ 債務負担行為に基づく支出予定額  0 0 0 

 Ｃ 一般会計以外の特別会計に係る地
方債の償還に充てるための一般会
計からの繰入見込額 

 2,540,284 2,738,872 △198,588 

 Ｄ 組合が起こした地方債の償還に係

る地方公共団体の負担見込額 
 280,281 322,205 △41,924 

 Ｅ 退職手当支給予定額に係る一般会

計負担見込額 
 852,477 757,018 △95,459 

 Ｆ 設立法人の負債の額等に係る一般

会計負担見込額 
 0 0 0 

 Ｇ 連結実質赤字額  0 0 0 

 Ｈ 組合等の連結実質赤字額に係る 

一般会計負担見込額 
 0 0 0 

充当可能財源等（Ｉ～Ｋの計）     ② 14,610,454 14,420,169 190,285 

 Ｉ 地方債の償還額等に充当可能な 

基金の残高の合計額 
 4,232,273 3,515,217 717,056 

Ｊ 地方債の償還等に充当可能な特定

の収入 
 0 0 0 

Ｋ 地方債の償還等に要する経費とし
て基準財政需要額に算入されるこ
とが見込まれる額 

 10,378,181 10,904,952 △526,771 

Ｌ       標準財政規模 ③ 7,770,784 7,479,796 290,988 

Ｍ 

     

基準財政需要額に算入された 

公債費及び準公債費 
④ 857,780 809,317 48,463 

① ― ②  △1,712,323 △1,061,298 △651,025 

③ ― ④  6,913,004 6,670,479 242,525 

Ｎ  将来負担比率 
 ― 

（△24.7％） 

― 

（△15.9％） 

― 

（△8.8 ポイント） 

※ （ ）内の数値は、充当可能な財源が将来負担額を超える場合に、当該超える額の標準財政規

模に占める割合を参考として記載し、負の値で表示している。 
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２ 資金不足比率 

  資金不足比率は、公営企業会計の資金不足を、料金収入の規模と比較して、その割合

を表したもので、経営状況の深刻度を示すものである。この資金不足比率が経営健全化

基準以上である場合、経営健全化団体となり、経営の健全化の手続きがとられることに

なる。 

算定式は、次のとおりである。 

             

資金不足比率 ＝ 
資金不足額Ａ 

事業の規模Ｂ 

 

 

第６表 資金不足比率 

（単位：％、ポイント） 

※ 資金不足が生じていない場合は、「－」で表示している。 

 

 

  

区  分 令和7年度 令和6年度 増 減 経営健全化基準 

法 適 用 

企 業 

水道事業会計     ―    ―   ―  20.0 

下水道事業会計     ―    ―   ―  20.0 
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（１）水道事業会計 

   水道事業会計の資金不足比率は第7表のとおり、資金剰余額は1億5,846万 7千円

で、前年度と比較すると2億2,225万円減少している。 

   資金不足額は発生していないため資金不足比率は算定されない。 

 

 

第７表 水道事業会計の資金不足比率 

（単位：千円） 

区   分  令和7年度 令和6年度 増 減 

資金不足額（△資金剰余額）  Ａ △158,467 △380,717 222,250 

 ア 流動資産  832,366 559,955 272,411 

 イ 流動負債  673,899 179,238 494,661 

 ウ 算入地方債  0 0 0 

事業の規模          Ｂ 418,744 421,656 △2,912 

 エ 営業収益の額  418,744 421,656 △2,912 

 オ 受託工事収入の額  0   0 0 

資 金 不 足 比 率 
― 

（△37.84％） 

― 

（△90.29％） 

― 

（52.45 ﾎﾟｲﾝﾄ）

※ 1「資金不足額 Ａ」が△の場合は、資金剰余額を示している。 

2 資金不足比率が生じていない場合は、「－」で表示している。 

3 （ ）の内の数値は、資金不足が生じていない場合に資金剰余額の事業規模に対する割合を

参考として記載し、負の値で表示している。 
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（２）下水道事業会計 

   下水道事業会計の資金不足比率は第8表のとおり、資金剰余額は3億7,830万 2千

円で、前年度と比較すると1億2,546万 4千円増加している。 

   資金不足額は発生していないため、資金不足比率は算定されない。 

 

 

第８表 下水道事業会計の資金不足比率 

（単位：千円） 

区   分  令和7年度 令和6年度 増 減 

資金不足額（△資金剰余額） Ａ △378,302 △252,838 △125,464 

 ア 流動資産  419,472 293,063 126,409 

 イ 流動負債  41,170 40,225 945 

 ウ 算入地方債  0 0 0 

事業の規模 Ｂ 518,321 514,029 4,292 

 エ 営業収益の額  518,321 514,029 4,292 

 オ 受託工事収入の額  0 0 0 

資 金 不 足 比 率 
― 

（△72.98％） 

― 

（△49.18％） 

― 

（△23.80 ﾎﾟｲﾝﾄ） 

※ 1「資金不足額 Ａ」が△の場合は、資金剰余額を示している。 

2 資金不足比率が生じていない場合は、「－」で表示している。 

3 （ ）の内の数値は、資金不足が生じていない場合に資金剰余額の事業規模に対する割合を

参考として記載し、負の値で表示している。 

 

 

  



－13－ 

３ 総括意見 

（１）健全化判断比率 

  ア 実質赤字比率は、実質赤字額が生じていないため、算定されていない。 

イ 連結実質赤字比率は、実質赤字額が生じていないため、算定されていない。 

ウ 実質公債費比率は6.0％で、前年度と比較すると1.0ポイント向上している。 

エ 将来負担比率は、将来負担額に対して充当可能な財源を上回っていることから算

定されていない。 

（２）資金不足比率 

   令和7年度決算に基づく資金不足比率は、水道事業会計及び下水道事業会計いずれ

も資金不足額が生じていないため、算定されていない。 

    

以上のとおり、健全化判断比率は早期健全化基準を、資金不足比率は経営健全化基準

をいずれも下回っている。 

 


